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立命館大学テクノロジー・マネジメント研究科・児玉耕太准教授を代表とする研究チームは、大手製薬

会社の売上高年平均成長率の平均値が増加した 2015 年以降、大学や研究機関のスタートアップ企業

の欧米における M＆A 件数が顕著に増加していたことを明らかにしました。本研究成果は、学術誌「Drug 

Discovery Today」にて、2022 年 12 月 27 日（火）に掲載されました。 

 

本件のポイント 

■ 医薬品の研究開発に関連する組織間の取引ネットワーク構造の変化傾向を調査 

■ 世界売上高上位の大手製薬企業 13 社の年平均成長率の平均値の上昇と関連して、大手製薬企業 

の取引関係が変化しており、同時期に大学や研究機関からのスタートアップ企業の創出数が増加し 

ていたことを確認 

■ 製薬業界におけるイノベーション創出に、アカデミアや研究機関とのネットワーク構築が重要な鍵と 

なることを示唆 

＜研究の背景＞ 

新薬の研究開発は成功確率が低く、莫大な投資が必要なことから、効率的な研究開発は継続的に新

薬を上市していく上で大きな課題です。創薬においてイノベーション創出には共同研究開発、M&A など

を含むいろいろな手段で外部からの知識、技術を取り入れ、活用することが重要となります。 

＜研究成果の内容＞ 

本研究では医薬品の研究開発に関連する組織間の取引が収載されているデータベースを用いて、

2012 年から 2021 年の間における全世界の企業、アカデミア、研究機関等の組織間取引について調査

し、これら組織間取引ネットワーク構造の変化傾向について検討しました。 

その結果、2015 年頃から主要なプレーヤーを中心とした組織間取引ネットワークは分散し、2017 年以

降は様々なグループをつなぐ新たなネットワークが形成され始めていることが示唆されました。特に、欧米

における M&A 件数が 2015 年以降で顕著に増加しており、大学や研究機関からのスピンアウトが有意に

増加していることが示唆されました。さらに、医薬品業界のイノベーションの指標として知られる売上につ

いて、世界売上高上位である 13 社の大手製薬企業の売上高年平均成長率の平均値を、2015 年前後の

期間で比較検討したところ、取引関係に関連してプラスに転じていることが確認されました。 

＜社会的な意義＞ 

今後、製薬業界におけるイノベーション創出は、アカデミアや研究機関とのネットワーク構造を構築する

ことが重要な鍵を握ると予想しています。 

 

 

2015 年以降の大学や研究機関発のスタートアップ企業の増加が、 

製薬業界のイノベーション創出に貢献していることを統計的に示唆 
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